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令和３年度の教育実習の受講について（第１報） 

 

 新型コロナウイルス感染症予防について、学生の皆さんには様々に苦労をかけていま

す。現在、香川大学の関係者からの感染事例は減っていますが，今後も、皆さんの協力

の下、無事に今年度を乗り切ることができることを願っています。 

 教育学部にとって、最大の難関は、９月の教育実習です。教員養成の中核的な教育プ

ログラムで、実に多くの関わりの中で展開する授業科目です。附属の子どもたち、附属

の先生方、実習生、大学教員ばかりではありません。子どもたちの保護者も大きく関わ

っています。附属学校の保護者の方々の中には、大学生が附属学校にやってくることに

対して心配する声が上がっています。昨今の感染者は、若い世代が多いからです。教育

実習を企画する教育学部、また教育実習で学ぶ大学生は、出来る限り最大の努力をして、

感染防止・感染拡大防止につとめる義務があると考えています。そこで、本年度の教育

実習にあたり、以下の参加条件を昨年度に引き続き示します。厳格に履行してください。 

（１）これから教育実習までの間、香川・岡山の生活圏域を超えての県外への移動はで

きるだけ自粛すること。実習２週間前から実習期間中は、就職活動などやむを得ない場

合においても、「緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」などの感染者が増えて

いる地域への出入りは避け、また地元においても夜間の繁華街や夜間に酒類を提供する

飲食店等でのアルバイトを休む等、感染予防の最善の行動をとること。濃厚接触者とな

れば，ＰＣＲ検査で陰性であっても２週間の自宅待機となります。 

（２）手洗いや咳エチケットなどの「新しい生活様式」に基づく生活習慣を身につけ、

実習期間のみならず日常生活において、十分な睡眠、適度な運動やバランスのとれた食

事を心がけるなど、抵抗力増進に努めること。 

（３）教育実習の開始日前日より遡り、過去１４日間、教育学部の所定の用紙で健康チ

ェックを行い、教育実習初日に、附属学校園に提出すること。実習開始前までに、発熱

や咳などの症状がみられる場合、大学に登校せず、学務係に連絡し指示をあおぐこと。 

（４）教育実習期間中も検温等の健康観察を毎日励行し、発熱や咳などの症状がみられ

る場合、①学務係と②関連の附属学校園に連絡し指示をあおぐこと。 

（５）教育実習の意義と心構えを再度確認し、実習生に相応しい振る舞いを日々心がけ

ること。 



 

感染予防のための情報を収集しよう！ 

 

香川県の新型コロナウイルス感染症の発生状況に注意を払ってください。様々なメデ

ィアを通じて情報収集し、自らの防疫に生かしましょう。 

香川県 HP の感染状況 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/content/etc/subsite/kansenshoujouhou/kansen/se

9si9200517102553.shtml 

 

その他、参考となるページをリンクしておきます。 

 

香川県 新型コロナウイルス感染症に関する情報 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/content/dir1/dir1_6/dir1_6_2/wt5q4920013118243

9.shtml 

 

四国新聞の新型コロナウイルス関連のニュース 

https://www.shikoku-np.co.jp/bl/covid-19/ 

 

厚生労働省 新型コロナウイルス感染症について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00011.html 

 

文部科学省 新型コロナウイルスに関連した感染症対策に関する対応について 

https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/index.html 

 

また、スマートフォンに「接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）」をダウンロードするなどの

対応もお願いします。 

 

  

  



（感染者・濃厚接触者が出た場合の対応） 

原則下記のとおりとする。ただし，国・香川県・教育委員会・香川大学危機対策本部

等の指針等に基づき変更する場合がある。 

 

Ａ：教育実習に参加している学生で新型コロナウイルスの問題が生じた場合 

① 教育実習に参加している学生が感染者となった場合 

  →当該学生（濃厚接触者を含む）が配属されている実習校（施設）の実習は中断。 

    保健所等により濃厚接触者が確定した段階で実習は再開 

    感染者は退院もしくは隔離施設から帰宅後の翌日から 14 日間は登校禁止 

② 教育実習に参加している学生が濃厚接触者となった場合 

→濃厚接触者が配属されている実習校（施設）の実習は中断。 

    濃厚接触者が PCR 検査で陰性と認定された時点で実習は再開 

    濃厚接触者は２週間の自宅待機 

    濃厚接触者が PCR 検査で陽性と認定された場合はＡ①の対応 

Ｂ：教育実習に参加していない学生で新型コロナウイルスの問題が生じた場合 

① 香川大学の学生に感染者が出たが、課外活動を含めた様々な関係性を考慮しても、

教育実習に参加している学生に濃厚接触者が想定されない場合 

→実習は継続する。 

② 香川大学の学生に感染者が出て、課外活動を含めた様々な関係性から教育実習に参

加している学生に濃厚接触者が想定される場合 

→濃厚接触の疑いのある者が配属されている実習校（施設）の実習は中断。 

Ａ②の対応 

C：実習先で新型コロナウイルスの問題が生じた場合 

① 実習先の職員・在籍生が感染 

  →発生した実習校（施設）のみ実習は中断。 

   （濃厚接触者が他実習校（施設）にいた場合はその実習も中断） 

② 実習先の職員・在籍生に濃厚接触者がいた場合 

  →濃厚接触者がいた実習校（施設）のみ実習は中断。 

   （濃厚接触者が他実習校（施設）にいた場合はその実習も中断） 

 

以上のような対応によって、出席日数が足りなくなる学生に対しては、 

卒業に必要な教育実習の受講機会を保障します。 

  



新型コロナウイルス感染症への対応指針について［注意喚起：第 24 報］より 

https://www.kagawa-u.ac.jp/files/6816/2570/5081/24.pdf 

 

 



 


